
基調講演  これからのスポーツと地域生活のQOL 
               田中 喜代次 氏 （筑波大学）※裏面、講師紹介をご覧ください 
 

調査報告  エクセレントクラブに関する調査研究報告 
                                              （学会プロジェクト研究） 

                     関根 正敏 氏（作新学院大学／PJサブリーダー） 
 

シンポジウム これからの豊かなクラブライフを考える 

            コーディネーター：作野 誠一 氏（早稲田大学／本学会理事） 
 

             SSF調査からみた豊かなスポーツライフの現状と課題 
                           藤原 直幸 氏 （(公財）笹川スポーツ財団） 

                       クラブハウスを中心としたイベントづくりとクラブライフ  

                                           渡邉 啓吾 氏（NPO法人SCORE代表理事） 

                       地域社会と豊かなクラブライフ 
                                                              後藤 貴浩 氏（国士舘大学） 

日本体育・スポーツ経営学会第53回研究集会／日本体育学会体育経営管理専門領域研究会 

総合型地域スポーツクラブが創る“ライフ”を問う 

豊かなクラブライフとは何か 

 日時：平成28（2016）年1月23日（土） 13：00～17：00 

 会場：早稲田大学早稲田キャンパス 3号館601教室  
             http://www.waseda.jp/top/assets/uploads/2015/08/waseda-campus-map.pdf 
 主催：日本体育・スポーツ経営学会    
 共催：日本体育学会体育経営管理専門領域        定員：200名 

 スポーツ基本法（2011）では、スポーツを通じて幸福で豊かな生活を営むことが人びとの権利であるこ

ととともに、それを支える国及び地方公共団体の責務ならびにスポーツ団体の努力等が明示された。こ

のことは、人びとの日々の生活におけるスポーツのあり方をあらためて考える格好の機会とみることがで

きる。いうまでもなく、われわれの日常生活におけるスポーツとの関わり方は個人によって異なるものであ

り、その態様は多岐にわたる。こうしたさまざまなスポーツとの関わり方を、活動の継続性、組織性、合理

性といった評価の観点（宇土，1970）からみるとき、いずれの条件をも充たすクラブライフがもつ意味は

きわめて大きいといえる。このような認識のもと、わが国ではかねてよりスポーツクラブや同好会への加

入が推奨されてきた。しかしながら、スポーツクラブに加入しクラブライフを日常的に享受している人び

との数は思いのほか伸びていないともいわれている。昨今の総合型クラブをめぐる論議においては、持

続可能なクラブのマネジメントに大きな関心が寄せられているが、かかる議論をふまえてクラブが最終

的にめざすところは、クラブのメンバー及び地域住民の生活のなかにスポーツがしっかりと根づき、豊か

なクラブライフを享受してもらうところにあるといえるだろう。この「豊かなクラブライフ」の具体的内容に

ついては、これまで十分な検討がなされてきたとはいえず、学術的にも実践的にも共通理解が得られて

いないように思われる。文部省「総合型地域スポーツクラブ育成モデル事業」の開始からちょうど20年の

節目を迎える今年度の研究集会では、この問題意識を念頭に置きながら、総合型クラブ構想の原点と

もいえる地域生活とクラブライフの関連についてあらためて考えることを通じ、これからの豊かなクラブラ

イフについてのイメージを参加者とともに描き出し、共有する場としたい。 

プログラム詳細および参加申込方法等の詳細については裏面をご覧ください 



◆日 時：平成28（2016）年１月23日（土） 13：00～17：００ 

◆会 場：早稲田大学早稲田キャンパス３号館601教室（大隈銅像の手前右側） 

       東京メトロ東西線早稲田駅下車徒歩３分 都営バス早大正門前下車徒歩１分 

        詳細http://www.waseda.jp/top/assets/uploads/2015/08/waseda-campus-map.pdf 

 

◆定 員：200名 

◆主 催：日本体育・スポーツ経営学会 

◆共 催：日本体育学会体育経営管理専門領域  
 

◆参加費（資料代を含む） 

一般会員 ２０００円  学生会員 １０００円 

非会員社会人 ３０００円  非会員学生  ２000円 

【プログラム】 
12：30 -           受付開始 

13：00 - 13：10   開会挨拶    柳沢 和雄 氏 （筑波大学／本学会会長） 

13：10 - 13：15    趣旨説明   作野 誠一 氏 （早稲田大学／本学会理事） 

13：15 - 14：15    基調講演 「これからのスポーツと地域生活のQOL」 

                                田中 喜代次 氏 （筑波大学） 

                          ―講師紹介― 

筑波大学体育系教授、教育学博士／専門は健康増進学、スポーツ医学／国際老年運動学会理事、アメリカス

ポーツ医学会評議員、日本教育医学会常任理事など要職多数／主な研究テーマは健常成人における健康体力

水準の年齢尺度開発やバランスのとれた運動処方、特に高齢者の総合的QOL（生活の質）指標の開発／著書に

『大人の体力測定』（メディカルトリビューン）、『エクササイズ科学』（文光堂）、『健康づくりのための体力測定評価法』

（金芳堂）など多数／2008年、日本体育協会秩父宮記念スポーツ医・科学賞を受賞 
 

14：15 - 14：45    調査報告 「エクセレントクラブに関する調査研究報告」（学会プロジェクト研究）                                 

                       関根 正敏 氏 （作新学院大学／PJサブリーダ） 

14：45 - 15：00   休憩 

 

15：00 - 16：50     シンポジウム 「これからの豊かなクラブライフを考える」 

                  コーディネーター：作野 誠一 氏（早稲田大学／本学会理事） 

 

                   □ SSF調査からみた豊かなスポーツライフの現状と課題 

                                  藤原 直幸 氏 （(公財）笹川スポーツ財団） 

                          □ クラブハウスを中心としたイベントづくりとクラブライフ  

                                                     渡邉 啓吾 氏（NPO法人SCORE代表理事） 

                          □ 地域社会と豊かなクラブライフ 

                                                            後藤 貴浩 氏（国士舘大学） 

16；50 - 17：00     閉会挨拶  中西 純司 氏 （立命館大学／本学会理事長） 

◆参加申し込み方法 

参加を希望される方は、参加申し込み書を下記学会事務局までお送りいただくか、電話・

FAX・電子メールのいずれかの方法で①氏名、②連絡先（住所・電話番号・メールアドレス）、

③所属をご連絡ください。 

＜参加申し込み・お問い合わせ先＞ 

〒３０５－８５７４  

つくば市天王台１－１－１  筑波大学体育系体育・スポーツ経営学研究室 

電話/ＦＡＸ ：０２９（８５３）６３６３  E-mail ： jimukyoku@jsmpes.jp 


